
苦手分野対策プリント（数2B　群数列） 

▼苦手分野対策プリントの2つの目的 

１）出題されうる全てのパターンを網羅し、全体観をつかむ（安心する） 
受験とは、言い換えると「出題されうるパターンをできるだけ多く習得した人が合格する試験」
です。そこで、このプリントではまず、出題されうるパターンをすべて整理し、全体観を掴みます。
これだけ頭に入れたらいいんだ、という安心にもつながるでしょう。 

２）その手の問題が出題された時に使う、一般的な考え方を習得する（本質をつかむ） 
本質がつかめなければ苦手分野から脱却することはできません。本質とは、類題やちょっとひねっ
た問題が出題されても対応できるようになる、その手の問題が出題された時に持っておくべき一
般的な考え方のこと。そこで、洗い出した全出題パターンに対し、「この手の問題は、一般に、
こう考える」を明記しました。これをきちんと理解することが重要です。 

それでは、本題に入りましょう。 

＊＊＊ 

１）出題パターン（2つ） 
格子点の問題は、大きく分けると2つに限られます。 
他の問題が出題されているようにも思いますが、すべてはa,bの解法に含まれます。 

a. 第○項の数を求めよ　【対応：基礎問題精講130, 131, 標準問題精講136】 
b. 初項から第○項の和を求めよ　【対応：基礎問題精講130, 131, 標準問題精講136】 



２）出題パターン別の一般的な考え方 

a. 第○項の数を求めよ 

＜この手の問題を解く時の一般的な考え方＞ 
・普通の数列の問題と同じく、「第○項がどんな数になるのか？」を求めることが大目的！ 
・群数列で大事なのは「①どの群に所属するか？」「②その群の何番目か？」である。 

＜詳細＞ 
普通の数列も、群数列も、あらゆる数列で知りたいのは、「第○項がどんな数なのか？」という
ことです。この方法論さえ身につけていれば、「第1,058,674項の数が知りたい」と言われても、
すぐに答えることができるわけです。 

しかし、普通の数列が「一般項を求める」→「一般項に値を代入して第○項を求める」という順
で求めたら良いのに対し、群数列は一般項を求めることはできません。 

そこで、群数列では、次の2つを突き止めることで、第○項を求めていくのです。 

①どの群に所属するか？ 
②その群の何番目か？ 

＊＊＊ 

具体的に見ていきましょう。実は、標準問題精講136(1)に全てが詰まっていると言っても過言で
はありません。この問題の解説を詳しく見ていきます。 
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群数列 (1)  

1 1 3 1 3 5 1 3 5 7 1  数列一一一一 一一一 一 "  ，いについて，次のl' 2' 2' 3' 3' 3' 4' 4' 4' 4' 5  
問いに答えよ.
(  1)  この数列の第 29項を求めよ.
(2)  この数列の第 800 項を求めよ.
(3)  この数列の初項から第 800 項までの和を求めよ. ( 同志社大)

唖置ヨ 分母が等しし、分数をまとめて lつの E F沼野泡踊岨量掛 .
群とします. 群数列

1 1 1 3 1 1 3 5 1 1 3 5 7 1  
1  1 2 ' 2 1 3 ' 3 ' 3 1 4 ' 4 ' 4 ' 4 1  

第l群 第2群第 3群 第4群lii，，01  n  n η 
第 n 群

群数列では，まず
第 n 群の末項 (または初項) に着目

します. 具体的には
(i) 群をつくるときの規則を知る :

第 n群の分子は奇数が 1から順に並びます.
(ii)  各群の項数および末項を知る:

第n 群には n 個の項があり，末項は
2 n - 1  一石ーです.

(面) 第 n 群の末項がもとの数列の第何項目であ
るかを知る:
各群の項数を加えていくことにより，第η
群の末項はもとの数列の 1 + 2 + 3 +…+η
(η+1) = 一一三一一項目にあることがわかります.

く 解答 〉

.0. 
第n 群の末項( または初項) Iこ
着目

.0. 
-第n群の末項は何か
・第n 群の末項はもとの数列の
何項目か

.0. 
もとの数列の第α項は群数
列では第何群の第何項目か

1  3  5  2η- 1  (1)  分僚がn の分数 ， --， 一， ，一一一ーをまとめて第n 群とよぶことにする.η n '  n  
第n 群には η個の項があるから，第η群の末項は，もとの数列の第
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1  3  5  2η- 1  (1)  分僚がn の分数 ， --， 一， ，一一一ーをまとめて第n 群とよぶことにする.η n '  n  
第n 群には η個の項があるから，第η群の末項は，もとの数列の第306 第8章数 列

ηη+ l l  1+2+3+...+η=当τニム
項である. 第 29項が第 n 群にあるとすると， η は円l)n <2伝豆ヂL
をみたす.宅盗= 28，鐙す!l=36
であるから，第 29項は第 8群の初項である.
よって，第問は÷
(n-l)n ζη( η+  1) (2) 一 2 一 <8OO-- - T-

をみたすηは
血子笠= 7肌盟p L = 8 2 0

であるから，第 800項は第 40群の 800-780=20 番目の項である.
2X20-1 39 よって，第 800項は 一一一一一= 一40 40 

(3)  第η群の総和は
1  ， 3  ， 5 ， ，2n-1 ふ 2k-1
n  n  n η k= l  n  
=  .. +(2n-1)1=豆=刊η 2  n ' .  

よって，初項から第 800項までの和は
(第 1群から第 39群までの総和)

十(第 40群の初項から第 20項までの総和)
鈎初 2k - 1 39・40 ， 1  20(1+39) 

40 2 '  40 2  -・ L; (2k - l)
=780+ 10=790 (羽数)x {(初項) +(末項)}

2  

- m 苛当証i阿ZI - - 一一一ー 一一寸
ζ豆亙〉自然数αとb の組 (α，b) を次のような順序でー列に並べる.

(1， 1)， (2， 1)， (1， 2)， (3， 1)， (2， 2)， (1， 3)， 
(4， 1)， (3， 2)， (2， 3)， (1， 4)， (5， 1)， • 

例えば， 8番目に現れる組は (3，2) である.
(1)  200番目に現れる組は何か.
(2)  自然数の組 (m，n)は何番目に現れるか ( 学習院大 )



忘れがちなのでもう一度言いますが、標準問題精講136(1)では「第29項を求めよ」と出題されて
いるので、 

「①第29項は、どの群に所属するか？」 
「②第29項は、その群の何番目か？」 

を知ればいいのです。そのために解答では何を行っているかというと、 

 
 
 

 
 

A. 第n群に、いくつの項数があるかを突き止めている。 
つまり、第1群には1コ、第2群には2コ、第3群には3コ、・・・の項があることを突き止めた、と
いうことです。 

B. 第1群～第n群までに、いくつの項数があるかを突き止めている。 
第1群には1コ、第2群には2コ、第3群には3コ、・・・の項が含まれているということは、例えば、
第5項の数字は、第3群に含まれているということを意味しているわけです。では、第29群はどこ
に・・・？ 

同じように、各群に含まれる項数を足し合わせていけばいいですね。 
例えば、第7群までに含まれているのは、第1群には1コ、第2群には2コ、・・・、第7群には6コの
項数が含まれるので、1+2+・・・+7＝28から、第28項までが第7群に含まれる、ということがわ
かるわけです。 

ということは、第29項は、第8群に含まれるということがわかるのです。 

おそらく、ここの部分に一番難しさを感じているのではないでしょうか？ 
しかし、ここを乗り越えれば、群数列の8割はクリアしています。 
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B

C

D



C. 第n群の何番目かを求める 
第29項が第8群に含まれることはわかりました。では、第8群の何番目にあるのでしょうか？　今
回は、たまたま初項だったようですね。 

D. 第n群のその番目の数を求める 
今回は、第8群の1番目の数を求めたら良いのですね。分母には第n群のnが、分子には1から始まる
奇数が順に来るので、1/8が答えになります。 

以上のように、A～Dの手順を踏むことで、この手の問題は確実に解くことができます。 
全く同じ考え方で、標準問題精講136(2)も解くことができますよ。 

 
 

 
 

A. 第n群に、いくつの項数があるかを突き止める 
すでに(1)でnであることがわかっているので解説では省略されています。 

B. 第1群～第n群までに、いくつの項数があるかを突き止めている。 
こちらも、すでに(1)で求められています。そこから、解答のように、第800項がどの群に含まれる
のかを求めています。もう一度言いますが、ここで詰まってしまう人がいるので、しっかり理解で
きていることを確認してください。 

C. 第n群の何番目かを求める 
第800項が第40群に含まれることはわかりました。では、第40群の何番目にあるのでしょうか？　
それは、第39群までに第780項が含まれていることがわかっているので、第800項は第40群の20番
目であることがわかります。 

D. 第n群のその番目の数を求める 
第n群のx番目の項は、分母がn、分子が2x-1です。今回の第800項は、第40群の20番目の数ですの
で、分母が40、分子が2×20-1=39になるのです。 

・・・どうでしょう？　以上の考え方が身につけば、例えば次の問題も解けるようになるはずです。
まず最初は、基礎問題精講131(2)です。 
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各群の項数を加えていくことにより，第η
群の末項はもとの数列の 1 + 2 + 3 +…+η
(η+1) = 一一三一一項目にあることがわかります.

く 解答 〉

.0. 
第n 群の末項( または初項) Iこ
着目

.0. 
-第n群の末項は何か
・第n 群の末項はもとの数列の
何項目か

.0. 
もとの数列の第α項は群数
列では第何群の第何項目か

1  3  5  2η- 1  (1)  分僚がn の分数 ， --， 一， ，一一一ーをまとめて第n 群とよぶことにする.η n '  n  
第n 群には η個の項があるから，第η群の末項は，もとの数列の第

標間
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ηη+ l l  1+2+3+...+η=当τニム
項である. 第 29項が第 n 群にあるとすると， η は円l)n <2伝豆ヂL
をみたす.宅盗= 28，鐙す!l=36
であるから，第 29項は第 8群の初項である.
よって，第問は÷
(n-l)n ζη( η+  1) (2) 一 2 一 <8OO-- - T-

をみたすηは
血子笠= 7肌盟p L = 8 2 0

であるから，第 800項は第 40群の 800-780=20 番目の項である.
2X20-1 39 よって，第 800項は 一一一一一= 一40 40 

(3)  第η群の総和は
1  ， 3  ， 5 ， ，2n-1 ふ 2k-1
n  n  n η k= l  n  
=  .. +(2n-1)1=豆=刊η 2  n ' .  

よって，初項から第 800項までの和は
(第 1群から第 39群までの総和)

十(第 40群の初項から第 20項までの総和)
鈎初 2k - 1 39・40 ， 1  20(1+39) 

40 2 '  40 2  -・ L; (2k - l)
=780+ 10=790 (羽数)x {(初項) +(末項)}

2  

- m 苛当証i阿ZI - - 一一一ー 一一寸
ζ豆亙〉自然数αとb の組 (α，b) を次のような順序でー列に並べる.

(1， 1)， (2， 1)， (1， 2)， (3， 1)， (2， 2)， (1， 3)， 
(4， 1)， (3， 2)， (2， 3)， (1， 4)， (5， 1)， • 

例えば， 8番目に現れる組は (3，2) である.
(1)  200番目に現れる組は何か.
(2)  自然数の組 (m，n)は何番目に現れるか ( 学習院大 )

B

C

D



 

とにかく、群数列では、 

①どの群に所属するか？ 
②その群の何番目か？ 

を考えます。そして、この問題を解く際には、 

A. 第n群に、いくつの項数があるかを突き止める 
B. 第1群～第n群までに、いくつの項数があるかを突き止めている。 
C. 第n群の何番目かを求める 
D. 第n群のその番目の数を求める 

の手順で求めていくのでした。この手順に当てはめて解いていることを、解答を読んで確認してみ
てください。 

第 7章数列

群数列 (11 )

1， 2， 2， 3， 3， 3， 4， 4， 4， 4， 5， ・・・のように， 数字n が η個
ずつ並んでいる数列を考える.
(1)  n が並んでいる部分をまとめて，第 n 群と呼ぶことにすると
き，第 n 群の数字の総和を求めよ .

(2)  100 項目はどんな数字か.
(3)  初項から第 100項までの和を求めよ.

数列全体を決定する規則がなく，はじめからブロック化して見えて
いる群数列を考えるときは，
「第何群の何番目か ? J

と考えます.
このとき，第η群に入っている項の数を用意し， 各群の最後の数に着目しま

す. (m Jと同じ表現になっているところがポイントです)

(  1) 第η群は， 芝，n， ム n だから，
n 例

その総和は，
n X n = n2  

(2)  100項目が第η群にあるとする.
第 (η-1)群の最後の数は，はじめから数えると

川 +...+(η ー 1)=初日) (項目) だから，
す仰一1)<加が(n+1)

n(η-1) < 2 0 0孟n(n+1)
第(π一1)群第η群第(η+1)群

010  ......010  
第十1 (n-l)項←」 第すη(η+1)羽 ←」
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l  

ここで，n = 1 4 のとき

ln(n一一一η(η+ 1)=15・14=210 だから，n = 1 4  
よって，第 100項は 14
(3)  (2)より，第 13群の最後の数は

す14.13=91 ( 項目) だから
第 100項は第 14群の 9番目の数.
(1)より，求める和は

L; k2+  14・9
k = l  

= t b M会+14 .9
= 7・9・(13+2)
=945 

203 

‘1m 
‘共通因数でくくる

園 (2)は， 100項ですから， 具体的に書き並べても答はでますが，今回
は勉強のための教材ですから 一般性のある解答にしてあります.

喝3 ポイント ;はじめからブロック化されている群数列は
1 . 第 η群に含まれる項の数を用意し
II. 各群の最後の数に着目し
ill . 第何群の何番目かつ

と考える

1， 2， 2， 3， 3， 3， 3， 4， 4， 4， 4， 4， 4， 4， 4， 5，…のように，
数字ηが 2n - 1個ずつ並んで、いる数列を考える.
(1)  第η群の数字の総和を求めよ.
(2)  第 100項目はどんな数字か.
(3) 初項から第 100項までの和を求めよ.



基礎問題精講130(1)も同じ考えで解くことができます。 

とにかく、群数列では、 

①どの群に所属するか？ 
②その群の何番目か？ 

を考え、解く際には、 

A. 第n群に、いくつの項数があるかを突き止める 
B. 第1群～第n群までに、いくつの項数があるかを突き止めている。 
C. 第n群の何番目かを求める 
D. 第n群のその番目の数を求める 

の手順で求めていくのでした。今回は、「C. 第n群の」、「D. 1番目の数を求める」ということは
はっきりしているので、あとは、第n群の手前（＝第n-1群）までの項数を求めたらよいですね。 

よって、解答のようになるわけです。 

どうですか？　感覚がつかめてきましたか？ 

ここで、少しだけ、これまでと一見違って見える問題についてやってみましょう。 
基礎問題精講130(3)です。 

日C 第 7章数列

1m 群数列( 1  )  
l から順に並べた自然数を，
112， 314， 5， 6， 718， 9， 10， 11， 12， 13， 14， 15116，… 

のように，第 n 群 (η=1，2，…) が 2n - 1個の数を含むように分け
る.
(1)  第 η群の最初の数を n で表せ.
(2)  第 η群に含まれる数の総和を求めよ.
(3)  3000 は第何群の何番目にあるか.

ある規則のある数列に区切りを入れて固まりを作ってできる群数列
を考えるときは，
「もとの数列ではじめから数えて第何項目か ? J

と考えます. このとき，第 n 群に入っている項の数を用意し， 各群の最後の数
に着目します.

(1)  第 (n-1) 群の最後の数は，はじめから数えて ‘各群の最後の数が基
(1 + 2十一 +2n-2)項目. 準

すなわち， (2n - 1 -l) 項目だからその数字は ‘等比数列の和の公式
2n - 1- 1  

よって，第η群の最初の数は
(2n-1- 1 ) + 1 = 2n-1  

(2)  (1)より，第η群に含まれる数は
初項 2n l，公差 1，項数 2n - 1 の等差数列.
よって，求める総和は

÷ 2γn-日-叶叩l=2γη卜-→2(ω2.2n-1+ 2n-1- 1 ) =γ-2(3・2n-1- l)

を用いて計算する

(別解) 2行目は初項 2n-1，末項 2n- 1，項数 2nー1 の等差数列と考えて
もよい.

(3)  3000 は第η群に含まれているとすると
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この問題もこれまでと考え方は全く変わりません。群数列の問題が出たら、常に頭の中には、 

①どの群に所属するか？ 
②その群の何番目か？ 

を考えるのでした。今回は、3000という数字になることはわかっているが、それが第何群の何番
目にあるのかを求めさせる問題です。これまで勉強してきたので勘がつかめてきているんじゃない
かと思うのですが、要は、第n群の1番目の項と、第n群の最後の項を求めなさいという問題なわけ
です。 

第n群の1番目の項は、 

A. 第n群に、いくつの項数があるかを突き止める 
B. 第1群～第n群までに、いくつの項数があるかを突き止めている。 
C. 第n群の何番目かを求める 
D. 第n群のその番目の数を求める 

で求められるわけですね。最後の項も同様にして求められます。その結果、解答のように、第何群
の何番目にあるかがわかるわけです。 

この手の問題の類題も紹介します。 

日C 第 7章数列

1m 群数列( 1  )  
l から順に並べた自然数を，
112， 314， 5， 6， 718， 9， 10， 11， 12， 13， 14， 15116，… 

のように，第 n 群 (η=1，2，…) が 2n - 1個の数を含むように分け
る.
(1)  第 η群の最初の数を n で表せ.
(2)  第 η群に含まれる数の総和を求めよ.
(3)  3000 は第何群の何番目にあるか.

ある規則のある数列に区切りを入れて固まりを作ってできる群数列
を考えるときは，
「もとの数列ではじめから数えて第何項目か ? J

と考えます. このとき，第 n 群に入っている項の数を用意し， 各群の最後の数
に着目します.

(1)  第 (n-1) 群の最後の数は，はじめから数えて ‘各群の最後の数が基
(1 + 2十一 +2n-2)項目. 準

すなわち， (2n - 1 -l) 項目だからその数字は ‘等比数列の和の公式
2n - 1- 1  

よって，第η群の最初の数は
(2n-1- 1 ) + 1 = 2n-1  

(2)  (1)より，第η群に含まれる数は
初項 2n l，公差 1，項数 2n - 1 の等差数列.
よって，求める総和は

÷ 2γn-日-叶叩l=2γη卜-→2(ω2.2n-1+ 2n-1- 1 ) =γ-2(3・2n-1- l)

を用いて計算する

(別解) 2行目は初項 2n-1，末項 2n- 1，項数 2nー1 の等差数列と考えて
もよい.

(3)  3000 は第η群に含まれているとすると

日C 第 7章数列

1m 群数列( 1  )  
l から順に並べた自然数を，
112， 314， 5， 6， 718， 9， 10， 11， 12， 13， 14， 15116，… 

のように，第 n 群 (η=1，2，…) が 2n - 1個の数を含むように分け
る.
(1)  第 η群の最初の数を n で表せ.
(2)  第 η群に含まれる数の総和を求めよ.
(3)  3000 は第何群の何番目にあるか.

ある規則のある数列に区切りを入れて固まりを作ってできる群数列
を考えるときは，
「もとの数列ではじめから数えて第何項目か ? J

と考えます. このとき，第 n 群に入っている項の数を用意し， 各群の最後の数
に着目します.

(1)  第 (n-1) 群の最後の数は，はじめから数えて ‘各群の最後の数が基
(1 + 2十一 +2n-2)項目. 準

すなわち， (2n - 1 -l) 項目だからその数字は ‘等比数列の和の公式
2n - 1- 1  

よって，第η群の最初の数は
(2n-1- 1 ) + 1 = 2n-1  

(2)  (1)より，第η群に含まれる数は
初項 2n l，公差 1，項数 2n - 1 の等差数列.
よって，求める総和は

÷ 2γn-日-叶叩l=2γη卜-→2(ω2.2n-1+ 2n-1- 1 ) =γ-2(3・2n-1- l)

を用いて計算する

(別解) 2行目は初項 2n-1，末項 2n- 1，項数 2nー1 の等差数列と考えて
もよい.

(3)  3000 は第η群に含まれているとすると

日C 第 7章数列

1m 群数列( 1  )  
l から順に並べた自然数を，
112， 314， 5， 6， 718， 9， 10， 11， 12， 13， 14， 15116，… 

のように，第 n 群 (η=1，2，…) が 2n - 1個の数を含むように分け
る.
(1)  第 η群の最初の数を n で表せ.
(2)  第 η群に含まれる数の総和を求めよ.
(3)  3000 は第何群の何番目にあるか.

ある規則のある数列に区切りを入れて固まりを作ってできる群数列
を考えるときは，
「もとの数列ではじめから数えて第何項目か ? J

と考えます. このとき，第 n 群に入っている項の数を用意し， 各群の最後の数
に着目します.

(1)  第 (n-1) 群の最後の数は，はじめから数えて ‘各群の最後の数が基
(1 + 2十一 +2n-2)項目. 準

すなわち， (2n - 1 -l) 項目だからその数字は ‘等比数列の和の公式
2n - 1- 1  

よって，第η群の最初の数は
(2n-1- 1 ) + 1 = 2n-1  

(2)  (1)より，第η群に含まれる数は
初項 2n l，公差 1，項数 2n - 1 の等差数列.
よって，求める総和は

÷ 2γn-日-叶叩l=2γη卜-→2(ω2.2n-1+ 2n-1- 1 ) =γ-2(3・2n-1- l)

を用いて計算する

(別解) 2行目は初項 2n-1，末項 2n- 1，項数 2nー1 の等差数列と考えて
もよい.

(3)  3000 は第η群に含まれているとすると
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すなわち， (2n - 1 -l) 項目だからその数字は ‘等比数列の和の公式
2n - 1- 1  

よって，第η群の最初の数は
(2n-1- 1 ) + 1 = 2n-1  

(2)  (1)より，第η群に含まれる数は
初項 2n l，公差 1，項数 2n - 1 の等差数列.
よって，求める総和は

÷ 2γn-日-叶叩l=2γη卜-→2(ω2.2n-1+ 2n-1- 1 ) =γ-2(3・2n-1- l)

を用いて計算する

(別解) 2行目は初項 2n-1，末項 2n- 1，項数 2nー1 の等差数列と考えて
もよい.

(3)  3000 は第η群に含まれているとすると
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(1)より， 2 ηl壬3000<2n

第。」2 0」
群

3
ここで，211 =2048， 212=4096 だから
211 <  3000 <  21 2 η=12  

よって，第 12群に含まれている.
このとき，第 11群の最後の数は， 211 -1=2047 だから，
3000 - 2047 =  953 より， 3000 は第 12群の 953番目にある.

園 第 12群に含まれているとき，第 12群の最初の数に着目すると
3000-2048土よと計算しないといけません. 逆に，ひき算をすると答
がちがってしまいます.

園 (3)  
2n - 1- 1  <  3000亘2n - 1 でもよいのですが， ( 1 ) を利用すれば解答の形に
なるでしょう .
困 (1)，(2)はn に具体的な数字を入れることによって検算が可能です.

1  

官3 ポイント ;もとの数列に規則のある群数列は，
1. 第 η群に含まれる項の数を用意し
II. 各群の最後の数に着目し
皿. はじめから数えて伺項目か

と考える

l から順に並べた自然数を
112， 314， 5， 617， 8， 9， 10111， 12， 13， 14， 15116，ー

のように，第 n 群にη個の数を含むように分ける.
(1)  第η群の最初の数を求めよ.
(2)  第η群に含まれる数の総和を求めよ.
(3)  100 は第何群の何番目にあるか.



＜類題紹介＞（手を動かす必要はありません。同じ考え方で解けることを確認しましょう） 

以下の問題も類題です。同じ流れで解けるか確認しましょう。 
 



b. 初項から第○項の和を求めよ 

＜この手の問題を解く時の一般的な考え方＞ 
　（aのA～Dをやった上で、） 
　E. 第n群の和を求める　【対応：基礎問題精講130(2), 131(1)】 
　F. 第○項が含まれる1つ手前の群までの項の和を求めたあと、第○項が含まれる群のうち最初か
ら第○項までを足し合わせる　【対応：基礎問題精講131(3), 標準問題精講136(3)】 

＜詳細＞ 
「a. 第○項の数を求めよ」というパターンの問題ができるようになっていれば、今回の「b. 初項
から第○項の和を求めよ」という問題は難なくできることでしょう（よくセットで出されま
す）。 

具体的に行っていくのは、 

　（aのA～Dをやった上で、） 
　E. 第n群の和を求める 
　F. 第○項が含まれる1つ手前の群までの項の和を求めたあと、第○項が含まれる群のうち最初か
ら第○項までを足し合わせる 

というもの。実際にこの手順で解答が書かれていることを確認しましょう。一番良い題材は標準
問題精講136(3)です。(1), (2)が理解できている前提ではありますが、上記のように書かれている
ことを確認しましょう。 

 

 
 
 
 

標間
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群数列 (1)  

1 1 3 1 3 5 1 3 5 7 1  数列一一一一 一一一 一 "  ，いについて，次のl' 2' 2' 3' 3' 3' 4' 4' 4' 4' 5  
問いに答えよ.
(  1)  この数列の第 29項を求めよ.
(2)  この数列の第 800 項を求めよ.
(3)  この数列の初項から第 800 項までの和を求めよ. ( 同志社大)

唖置ヨ 分母が等しし、分数をまとめて lつの E F沼野泡踊岨量掛 .
群とします. 群数列

1 1 1 3 1 1 3 5 1 1 3 5 7 1  
1  1 2 ' 2 1 3 ' 3 ' 3 1 4 ' 4 ' 4 ' 4 1  

第l群 第2群第 3群 第4群lii，，01  n  n η 
第 n 群

群数列では，まず
第 n 群の末項 (または初項) に着目

します. 具体的には
(i) 群をつくるときの規則を知る :

第 n群の分子は奇数が 1から順に並びます.
(ii)  各群の項数および末項を知る:

第n 群には n 個の項があり，末項は
2 n - 1  一石ーです.

(面) 第 n 群の末項がもとの数列の第何項目であ
るかを知る:
各群の項数を加えていくことにより，第η
群の末項はもとの数列の 1 + 2 + 3 +…+η
(η+1) = 一一三一一項目にあることがわかります.

く 解答 〉

.0. 
第n 群の末項( または初項) Iこ
着目

.0. 
-第n群の末項は何か
・第n 群の末項はもとの数列の
何項目か

.0. 
もとの数列の第α項は群数
列では第何群の第何項目か

1  3  5  2η- 1  (1)  分僚がn の分数 ， --， 一， ，一一一ーをまとめて第n 群とよぶことにする.η n '  n  
第n 群には η個の項があるから，第η群の末項は，もとの数列の第
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ηη+ l l  1+2+3+...+η=当τニム
項である. 第 29項が第 n 群にあるとすると， η は円l)n <2伝豆ヂL
をみたす.宅盗= 28，鐙す!l=36
であるから，第 29項は第 8群の初項である.
よって，第問は÷
(n-l)n ζη( η+  1) (2) 一 2 一 <8OO-- - T-

をみたすηは
血子笠= 7肌盟p L = 8 2 0

であるから，第 800項は第 40群の 800-780=20 番目の項である.
2X20-1 39 よって，第 800項は 一一一一一= 一40 40 

(3)  第η群の総和は
1  ， 3  ， 5 ， ，2n-1 ふ 2k-1
n  n  n η k= l  n  
=  .. +(2n-1)1=豆=刊η 2  n ' .  

よって，初項から第 800項までの和は
(第 1群から第 39群までの総和)

十(第 40群の初項から第 20項までの総和)
鈎初 2k - 1 39・40 ， 1  20(1+39) 

40 2 '  40 2  -・ L; (2k - l)
=780+ 10=790 (羽数)x {(初項) +(末項)}

2  

- m 苛当証i阿ZI - - 一一一ー 一一寸
ζ豆亙〉自然数αとb の組 (α，b) を次のような順序でー列に並べる.

(1， 1)， (2， 1)， (1， 2)， (3， 1)， (2， 2)， (1， 3)， 
(4， 1)， (3， 2)， (2， 3)， (1， 4)， (5， 1)， • 

例えば， 8番目に現れる組は (3，2) である.
(1)  200番目に現れる組は何か.
(2)  自然数の組 (m，n)は何番目に現れるか ( 学習院大 )

C

D



基礎問題精講131(3)も、同様に求めていることを確認しましょう。 

 

＜類題紹介＞（手を動かす必要はありません） 
これまで紹介してきた考え方、手順で解けることを確認してください。 
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群数列 (11 )

1， 2， 2， 3， 3， 3， 4， 4， 4， 4， 5， ・・・のように， 数字n が η個
ずつ並んでいる数列を考える.
(1)  n が並んでいる部分をまとめて，第 n 群と呼ぶことにすると
き，第 n 群の数字の総和を求めよ .

(2)  100 項目はどんな数字か.
(3)  初項から第 100項までの和を求めよ.

数列全体を決定する規則がなく，はじめからブロック化して見えて
いる群数列を考えるときは，
「第何群の何番目か ? J

と考えます.
このとき，第η群に入っている項の数を用意し， 各群の最後の数に着目しま

す. (m Jと同じ表現になっているところがポイントです)

(  1) 第η群は， 芝，n， ム n だから，
n 例

その総和は，
n X n = n2  

(2)  100項目が第η群にあるとする.
第 (η-1)群の最後の数は，はじめから数えると

川 +...+(η ー 1)=初日) (項目) だから，
す仰一1)<加が(n+1)

n(η-1) < 2 0 0孟n(n+1)
第(π一1)群第η群第(η+1)群

010  ......010  
第十1 (n-l)項←」 第すη(η+1)羽 ←」
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いる群数列を考えるときは，
「第何群の何番目か ? J

と考えます.
このとき，第η群に入っている項の数を用意し， 各群の最後の数に着目しま

す. (m Jと同じ表現になっているところがポイントです)

(  1) 第η群は， 芝，n， ム n だから，
n 例

その総和は，
n X n = n2  

(2)  100項目が第η群にあるとする.
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l  

ここで，n = 1 4 のとき

ln(n一一一η(η+ 1)=15・14=210 だから，n = 1 4  
よって，第 100項は 14
(3)  (2)より，第 13群の最後の数は

す14.13=91 ( 項目) だから
第 100項は第 14群の 9番目の数.
(1)より，求める和は

L; k2+  14・9
k = l  

= t b M会+14 .9
= 7・9・(13+2)
=945 

203 

‘1m 
‘共通因数でくくる

園 (2)は， 100項ですから， 具体的に書き並べても答はでますが，今回
は勉強のための教材ですから 一般性のある解答にしてあります.

喝3 ポイント ;はじめからブロック化されている群数列は
1 . 第 η群に含まれる項の数を用意し
II. 各群の最後の数に着目し
ill . 第何群の何番目かつ

と考える

1， 2， 2， 3， 3， 3， 3， 4， 4， 4， 4， 4， 4， 4， 4， 5，…のように，
数字ηが 2n - 1個ずつ並んで、いる数列を考える.
(1)  第η群の数字の総和を求めよ.
(2)  第 100項目はどんな数字か.
(3) 初項から第 100項までの和を求めよ.

C D



 

いかがでしたでしょうか？　最後にまとめを掲載しました。 



▼まとめ 

・出題パターンと、一般的な考え方 

a. 第○項の数を求めよ　【対応：基礎問題精講130, 131, 標準問題精講136】 

①どの群に所属するか？ 
②その群の何番目か？　を求める！ 

＜具体的な手順＞ 
　A. 第n群に含まれる項の数を求める 
　B. 初項から第n-1群までの項数の和を求める 
　C. 第n群の何番目かを求める 
　D. 第n群のその番目の数を求める 

b. 初項から第○項の和を求めよ　【対応：基礎問題精講130, 131, 標準問題精講136】 

＜具体的な手順＞ 
　（A～Dをやった上で、） 
　E. 第n群の和を求める 
　F. 第○項が含まれる1つ手前の群までの項の和を求めたあと、第○項が含まれる群のうち最初か
ら第○項までを足し合わせる 


